
回 時 r平成 ro年 17θ 月 26日 C畑  5校 時

場 所 r北校舎3階  3年 3組 数室

学 級 ナ3年 3組 (男予18名・女子 16名.計 34名)

授業者 す教諭 佃  拓 生

'.主 題名 「生活を見直をうJ

2。主題についτ

(1)主 題について

特別活動の目楳は '望ましい集囲;舌動を通して、4身 の調和のとれた発違と1働性の伸長を測り、

集囲や社会の一員としてよりよい生:舌を築こうとする自二均、奥暁的な擢夏を育てるととtに 、

八日としての生や方に?し でヽの自党を求め、自己を生かす能力を養うJこ とである。

本二庭は、特別活動の内容A学 級活動 13)「事業生活の充実、将来の生き方と逢路の通切な選択

に聞することJの 「学銀の学業生活の向上Jに あたるtの として、学業生→舌として日常生活の見

直しと向上に園する課題を見いだし、取り組む過程で課題を解決する力、自己実現角欲を育てる

ことをねらいとしてしヽる。                          |

これまでは、学級全体として集囲の目標が達成されたかどうかとしヽう視貞力t強く、「律 は成功

したの力判 「串扱は囲結できたのかJと しヽった理味を言葉でくくられることが多くなりがらだうた。

課題を挙げて具体的な行動目裸を示そうとすると、互いの船弾、決まり事の微瓜に追われる允

険性tは ら/Lでし`た。

そこで、 自分の進路 と本格的に向 き合 うこの時期 に、学業生活をとりあ げること でt個 人的な

面 を強調 しつつ、集囲内 における自分の課題 を前向 きにかつ具体的にとらえるた めの活動が覚雲

とであると考えた。現決 を真記設 し、 「自分 は どうあればよしヽかJ「どう生→舌して しヽけばよい力均

という視束 をtた せて取 り組むことで、学業生活 の向上についての角設を高めていきた しヽ。

(2)生 能について                             ヽ

昨年5月 の2学 年運動会では 「どうしてみんな燃えてるのか理解できない。1と話 した生徒連が、

徐々に学扱としての可能性に手たえを見いだし、様々な活動を通して成長 してきた古今年度は、

6月 の検内陸上言己録会やrθ月の文イヒ条の取り組みでは、日標達成に向かつて男女とtよ く協力し

閉籍 1_7ト エおキとユ取り組かiた がで■るようと「なってた、■

積極的に働きかけるリーダー型の生徒は少なく、どちらり`といえばフォロアー型の生徒が多しヽ。

少数の女予リーダーと行動的な男子ム‐トメーカーがつまくかみ合しヽ、お互いの個性を受け入

れる雰囲気が生キれてきたと集囲として係の指示に従つて行動することはできるが、係を中くと

した一人ひ与りの責任注に頼りきつてしまい、係が動かないと集□が機能 しない欠東がある。

生徒 自身は、それな自分たちの学級を、「本番で力を発揮できる学扱Jで あると差じてしヽる。

授業では、常に率宣でお発な発言が見られ、知的好苺i屯を前面に出して学習に取 り組んでいる。

足期テストの結果は、学年でtト ップクラスの平均東になってしヽるが、2極 イとの傾向にあり、

家庭学習などt、 まだ3年 生に通したレベJレとなってしヽない央差があると屁われる。
一方、「けじめ力tなしЧ 「自己中(的 Jな ど力t、今tな お生;舌面の課題にあげられている。

自らの可能性を切 り開き、将来の生き方を考え行動する能皮や能力を身に付けさせたい。
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tS)tE導につけ1て

4月 から 「班ノー トjの 取り組みを開始 し、学級通信で持時紹介するなど、一人ひとりの考え

や頑張つてることを、学級全員で央者し個々の存在差を記め合えるように工夫してきた。

個々の成長なくして学級の成長はなく、学級の成長は個々の成長である。行事でt、 学習でt

周様のスタンスで、生徒たちが現状をとらえ具体的行動目棟を持つことウくできるように配虎 して

しヽる。個々の前向きな捷夏の育成と自らの生→舌が学級と深く結びつしヽてしヽることへの理解が進む

ことが、学級を向上させる基盤となると考える。

そこで今回は、「学習についての奥撻調査」を行い、 7年 前のデータと比較検討をし、自らの学

習の状況を振り遅ると共に、学撤全体としての変イとにt注 目させてしヽきたしヽ。

さらに、学習を中たとした r日の生;舌につしヽで、「角説  「時間J「内容Jの 3つ の視貞で登理し、

個々の逢路奥現に向けて、それぞれの改善策につしヽて考えさせる。

ノトグ)L″―プで、ブレーンをライティングの手法を用いて、交流することにより、「モ路実現に向

けて自分の生;舌をどう変えてしヽくのかJの 見通 しが生まれ、具体的に行動 しようとする実媛力 に

つながってほしレヽと懸う。

3.指 導計画

O事 前指導r rァンケート調査の奥狗 ………………………………………,SHR

② 事前指導r「 7瑚 の生舌時周調査J‐………………………………………S tt R

③ 違路実現に向けて、自分たちの生活を見直そう十一…‐‐子…………………・7時間 (本時)

④ 事後瑳署■ ― 一 ― ―‐‐― ‐, ‐… … … ‐, ‐… ‐‐一‐‐― ‐‐‐一 ― ‐‐‐― ‐‐・一 一 一 ‐‐‐… … …‐S  t t  R

4.持 呂u活動こ他霞域この間連

絶合的な学習の時間 (本社では 「街道の時周」と呼ノSt)では、全体テーマを 「人間の生き方J

としてしヽる。 3年 の後期からの 「自分史作成」 と関連させて、生き方につしヽて考えていく。

学習面につしヽては、これまで教科を中くに取 り組んできたtの を基盤に、「学業生 罰 の視東で、

個々の向上から学級の向上、そして進路実現へつながるステップとして、「生活の見直し1に つい

ての学習を逢めようとするtの である。

S.本 時について

tr)お時の日経

① 学業生活の向上に、自分自身の生活改善が比雲であるとしヽう視東に気付き、課題について考え

ることができる。

② 件間のメッセージをしっかり受け止め、自分の課題を解決しようと取り組むことができる。

③ 逢路奥現に向けて、自分自身は生活をどう変えてしヽくのか、文書にまとめることができる。

(2)本時の評価の観点

① 学業生活の向上に、自分自身の生活改善ウt比要であるといつ視東に気付き、課題について考え

ることカミできたか。

② 仲間のメッセージをしつかり受け止め、自分の課庭を解決しようと取り組むことができたか。

③ 逢路実現に向けで、自分自身は生活をどう変えていくのか、文章にまとめることウくできたか。
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(1)本時の展開

雛 生 徒 の 活 動 姉 窃 鍔 ・技援 釧 挙 評 価

導
　
入

5 分

r.白分が令演張ろうとしてしヽ

ることを発表する。

2本 時の課題を確認する。

r,進路実現や学習面、生活改善

につながる視東をtた せる。

2,は の改選諺t、搬 成 に

自結することを角設伊ける。

弔 樺 描

ビフォー撮

▲課題の比率性を理

解 して考えようと

している力、

進路需幌に向けてぃ自分たうの生活を見直をう。

～ビフォー77字 …学閤幅～

J5多)

終

員

聞 姉

Nう229

-No234

射 翻

溺,堀

▲相談にのることで

自分の理 に

足 りを脱 東に気

竹じ咤 人

▲自分 と学級の生,舌

3,学習の奥館調査についてを

批 べてヽ的 しも 古

果を発表する。

4自 分の 7週周の生活時間を

リフォームする。

5.プレーン'ライティンタ驚式

で交流し、相談 L合 う。

・学習方去

`嘲 昇の使し時

・

弓 持 じ ヒ 生 ゴ モ 推 鎧 兜 其

=やる気   … eをC

a自 分な生舌をどのように変

3.話 し合しヽをしながら学習面α

変容を説み取らせ、「筋鞄 α

見直 しをさせたし、

4習 い事の時周持を固定させて

「囁削 の使 レヽ方につしヽて見瞳

しをさせる。

5-α交流の中で 「内勾 の見直L

をさせたし、

5-1.自分の相談事などをきく。

5-2.クリレー宅オでお三卜に基鼻を

書き合う。

5-S,喘間を区切つて、なるべく

衆言で作業させる。

a構 を振り返 り、績ジセE舌を

えてしヽくのかをまとめる。

Z本 時の授業の差担を書く。

8.構 を振り返り、麹 を発

表し合う。

合めた共浅をまとめさせる。

孔療業の差担をきかせる。

8.共たのほうは個々の内で大切

にさせたし、

を見直せた力、
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r週間の生活時間をgr7ォーとしようゴ

< bcfore >

学活資 料  対 o.76

盛 題 市立黒 弁 夕

3 年 組 番 路

く記入の仕方 >

① まず 噌衿1暉(理簿を含む)Jの 時間を記入する。

② 次に 「起麻Jと 「軒寝Jの 時間を記入する。

③ 残つた生活時間の中で、ltuJの 時周を記入する。
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